
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナ
感
染
対
策
の
た
め
、
規
模

を
縮
小
し
て
行
い
１
，
２
０

０
人
の
参
加
。
メ
イ
ン
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
は
「
働
く
も
の
の

団
結
で
生
活
と
権
利
を
守

り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中

ー
ス
に
分
か
れ
、
建
交
労
大

阪
は
中
崎
町
コ
ー
ス
を
行
進

し
ま
し
た
。
建
交
労
大
阪
か

ら
の
参
加
者
は
、
関
西
支
部

１
名
、
大
阪
合
同
支
部
２
名
、

此
花
支
部
２
名
、
神
田
支
部

２
名
、
関
西
ダ
ン
プ
支
部
２

名
。
ま
た
、
会
場
内
警
備
に

は
関
西
支
部
・
藤
川
書
記
長
、

大
阪
合
同
支
部
・
伊
藤
執
行

委
員
が
務
め
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
を
掲

げ
、
大
阪
労
連
・
嘉
満
事
務
局

長
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
ま
し

た
。
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
主
催

者
を
代
表
し
て
大
阪
労
連
・
菅

議
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
病
床
削
減
を
進
め
る

な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
よ
り
も
カ

ジ
ノ
を
優
先
す
る
維
新
府
政
を

批
判
。
世
論
と
運
動
を
広
げ
カ

ジ
ノ
誘
致
を
キ
ッ
パ
リ
撤
回
さ

せ
よ
う
。
働
く
者
の
団
結
で
８

時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
そ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
政

党
か
ら
の
あ
い
さ
つ
は
、
日
本

共
産
党
を
代
表
し
て
辰
巳
幸

太
郎
前
参
議
院
議
員
、
そ
の

後
、
カ
ジ
ノ
に
対
す
る
大
阪
連

絡
会
・
荒
田
事
務
局
長
、
福
祉

保
育
労
・
寺
田
書
記
長
が
決
意

表
明
。
メ
ー
デ
ー
宣
言
・
ス
ロ

ー
ガ
ン
提
案
は
い
ず
れ
も
拍

手
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
デ
モ
コ
ー
ス
は
天
満
コ
ー

ス
と
中
崎
町
コ
ー
ス
の
２
コ

 

第
９３
回
大
阪
メ
ー
デ
ー
は

５
月
１
日
（
日
）
扇
町
公
園
で

開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
配

信
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
と

な
る
屋
外
で
の
開
催
は
小
雨

が
降
る
中
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
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憲
法
施
行
か
ら
７
５
年
を
迎

え
た
５
月
３
日
（
火
・
祝
）

大
阪
市
北
区
扇
町
公
園
で

「
５
・
３
輝
け
憲
法
！
平
和

と
い
の
ち
と
人
権
を
！
大
阪

総
が
か
り
集
会
」（
主
催
：
大

阪
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
）
が
開
か
れ
、
会
場
に
は

３
，
５
０
０
人
が
参
加
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
配
信
さ

れ
ま
し
た
。 

 

建
交
労
大
阪
か
ら
は
、
前

村
委
員
長
、
荻
田
書
記
長
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
に
米
田
彰
男
さ
ん
１

０
０
０
人
委
員
会
大
阪
か
ら

開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
市
民

と
野
党
共
闘
を
掲
げ
、
立
憲

民
主
党
・
日
本
共
産
党
・
社

会
民
主
党
・
れ
い
わ
新
撰
組

の
各
政
党
代
表
か
ら
ご
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
ス
デ
ポ
代

表
・
湯
浅
一
郎
さ
ん
が
メ
イ

ン
ス
ピ
ー
チ
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
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か
そ
う
憲
法
」
の
ポ
テ
ッ
カ

ー
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。 

 
最
後
に
丹
波
徹
さ
ん
（
大

阪
憲
法
会
議
）
が
閉
会
挨
拶

を
行
い
、
扇
町
公
園
で
の
集

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
集
会

後
は
、
パ
レ
ー
ド
は
行
わ
ず

梅
田
駅
周
辺
３
カ
所
で
約
３０

分
間
「
５
・
３
大
阪
総
が
か

り
、
輝
け
憲
法
！
」
一
斉
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。 

 

侵
略
を
機
に
軍
事
力
増
強
や

憲
法
改
悪
の
動
き
が
強
ま
る

懸
念
を
指
摘
し
、
憲
法
９
条

に
依
拠
し
た
軍
事
力
に
よ
ら

な
い
外
交
交
渉
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。 

 

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
国
際

運
営
委
員
を
務
め
る
川
崎
哲

さ
ん
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
マ
イ
ク
・
サ
ン
・
ラ
イ

フ
が
演
奏
し
各
分
野
の
市
民

が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
参
加
者

全
員
で
「
戦
争
や
め
ろ
」「
い



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反
対
尋
問
で
は
原
告
代
理

人
・
村
田
弁
護
士
に
よ
る
鋭
い

尋
問
で
被
告
証
人
を
困
惑
さ
れ

る
場
面
も
あ
り
、
手
応
え
を
感

じ
る
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
２
日

間
で
結
審
し
、
後
は
判
決
を
待

つ
だ
け
で
す
が
、
裁
判
官
は
判

決
を
急
い
で
い
る
感
が
あ
り
、

私
達
は
不
安
を
拭
え
ま
せ
ん
。

和
解
と
い
う
案
も
出
て
い
ま
す

が
、
こ
の
裁
判
は
直
接
雇
用
を

求
め
て
の
た
た
か
い
で
あ
り
、

和
解
す
る
に
し
て
も
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
均

等
均
衡
待
遇
し
か
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
な
か
ん
か
難
し
い
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
和
解

が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
７
月
１２

日
・
１３
時
３０
分
か
ら
大
阪
地
裁

堺
支
部
３０４
号
法
廷
で
判
決
が

下
さ
れ
ま
す
。
判
決
へ
向
け
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
裁
判
傍

聴
へ
参
加
し
た
だ
い
た
皆
様

へ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

尋
問
及
び
被
告
側
弁
護
士
に

よ
る
反
対
尋
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
原
告
側
代
表
と
し
て

長
谷
川
氏
、
福
岡
氏
、
証
人

と
し
て
昨
年
大
陽
液
送
を
退

職
さ
れ
た
米
田
氏
の
３
名
が

証
言
台
へ
。
先
ず
、
原
告
側

代
理
人
に
よ
る
米
田
氏
へ
の

尋
問
が
行
わ
れ
、
大
陽
液
送

が
過
去
に
組
合
弱
体
化
を
狙

い
下
請
け
を
増
や
し
て
い
っ

た
経
緯
な
ど
を
証
言
。
続
い

て
、
福
岡
氏
の
証
言
で
は
、

山
亀
運
送
が
高
圧
ガ
ス
部
門

か
ら
撤
退
し
、
そ
の
後
、
山

亀
運
送
の
運
転
手
と
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
を
使
用
し
液
送
指

示
の
も
と
同
じ
仕
事
を
し
て

い
た
こ
と
。
提
訴
後
は
偽
装

を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど
、

私
達
の
働
き
方
が
請
負
で
は

な
く
派
遣
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
実
態
を
ふ
ま
え
、
私
達
と

 

２
０
２
０
年
３
月
１６
日
、

大
陽
液
送
が
配
送
業
務
下
請

け
で
あ
る
太
田
貨
物
に
直
接

指
示
を
出
す
な
ど
「
偽
装
請

負
」
し
て
い
た
と
し
、
大
陽
液

送
分
会
太
田
貨
物
班
の
６
名

が
集
団
提
訴
、
同
年
６
月
３０

日
に
第
１
回
公
判
が
行
わ
れ

て
か
約
２
年
が
経
ち
、
２
０
２

２
年
５
月
１０
日
・
１１
日
に
大

阪
地
裁
堺
支
部
３０４
号
法
廷
に

て
、
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
あ
る
為
、
傍
聴
席
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に

配
慮
さ
れ
２１
席
し
か
座
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
両

日
と
も
原
告
側
の
傍
聴
人
で

席
を
埋
め
て
い
た
だ
き
、
大
変

心
強
く
証
人
尋
問
に
挑
む
事

が
出
来
ま
し
た
。 

 

５
月
１０
日
（
火
）
１３
時
１５

分
開
廷
日
は
、
原
告
側
の
証
人

被
告
と
の
間
の
直
接
契
約
を
認

め
る
よ
う
裁
判
官
へ
強
く
訴
え

ま
し
た
。 

 

翌
５
月
１１
日
（
水
）
前
日
同

様
１３
時
１５
分
開
廷
。
被
告
側
の

主
尋
問
及
び
原
告
側
代
理
人
に

よ
る
反
対
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
被
告
側
の
証
人
は
、
大
陽

液
送
・
森
松
部
長
、
太
田
貨
物
・

大
田
社
長
が
証
人
台
に
立
ち
ま

し
た
。
被
告
側
弁
護
士
に
よ
る

主
尋
問
で
は
、
大
陽
液
送
と
大

田
貨
物
は
請
負
契
約
を
結
ん
で

お
り
、
派
遣
で
は
な
い
と
主
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
「
は

い
」
か
「
い
い
え
」
で
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
質
問
事

項
の
尋
問
で
し
た
。 
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会
議
・
小
林
事
務
局
長
か
ら

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

当
該
の
大
阪
食
肉
市
場
労
働

組
合
・
早
瀬
執
行
委
員
長
か

ら
決
意
表
明
。
早
瀬
執
行
委

員
長
は
「
田
中
社
長
の
組
合

敵
視
と
組
合
員
へ
の
パ
ワ
ハ

ラ
を
や
め
ろ
。
労
働
委
員
会

命
令
や
裁
判
で
の
和
解
内
容

す
ら
守
れ
！
会
社
は
組
合
と

誠
実
に
協
議
を
行
え
」
と
訴

え
ま
し
た
。
要
請
行
動
に
参

加
し
た
小
林
事
務
局
長
か
ら

の
報
告
で
は
、「
住
岡
常
務
が

会
社
の
要
求
を
組
合
が
聞
い

て
く
れ
れ
ば
問
題
が
解
決
す

る
と
発
言
し
て
い
た
。
こ
れ

に
対
し
、
組
合
の
要
求
を
無

視
し
て
一
方
的
に
会
社
の
要

求
を
聞
き
入
れ
ろ
と
い
う
の

は
、
紛
争
を
拡
大
さ
せ
る
だ

け
で
あ
る
。
組
合
と
真
摯
に

向
き
合
い
協
議
で
解
決
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
と
い
う
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。」
と

い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

 

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
は
要
請
の

み
の
行
動
で
し
た
。 

た
。
建
交
労
は
１
班
に
合
計

８
名
が
結
集
し
、
明
治
乳
業

の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
、

み
ず
ほ
銀
行
本
社
前
で
抗
議

宣
伝
と
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
原
告
の
か
ら
は
「
会
社

明
治
は
『
事
件
は
す
で
に
終

わ
っ
て
い
る
』
と
詭
弁
を
弄

す
る
が
多
く
の
事
件
は
未
審

査
で
残
る
、
不
当
労
働
行
為

の
実
態
は
中
労
委
命
令
が
認

定
し
て
い
る
。
そ
の
立
場
で

早
期
解
決
を
は
か
れ
！
」
と

力
強
く
訴
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
阪
中
央
区
に
あ
る

美
々
卯
前
へ
移
動
、
美
々
卯

前
で
は
東
京
か
ら
来
た
当
該

組
合
員
か
ら
は
「
組
合
委
員

長
を
会
議
で
攻
撃
し
、
組
合

を
解
散
さ
せ
ろ
と
繰
り
返
す

会
社
を
批
判
。
会
社
は
組
合

潰
し
を
や
め
ろ
！
」
と
訴
え

ま
し
た
。
最
後
に
大
阪
市
住

之
江
区
南
港
に
あ
る
大
阪
食

肉
市
場
前
へ
移
動
。
大
阪
府

本
部
・
荻
田
書
記
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
大
阪
労
連
・
藤

原
幹
事
、
大
阪
争
議
団
共
闘

行
う
。
と
明
記
さ
れ
て
い
る

の
に
約
束
も
守
ら
ず
勝
手
に

人
員
補
充
す
る
。
組
合
員
と

同
数
の
人
数
を
整
理
解
雇
し

よ
う
と
し
た
事
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
大
阪
食
肉
市
場
株
式

会
社
が
行
っ
て
き
た
組
合
敵

視
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

早
期
解
決
・
不
当
な
攻
撃
に

は
屈
し
な
い
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
大
阪
地
方
裁
判

所
前
に
結
集
し
決
起
集
会
を

行
い
、
１
班
・
要
請
班
に
分

か
れ
行
動
を
展
開
し
ま
し

加
盟
と
し
て
１５
名
）
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
。 

早
朝
宣
伝
に
大
阪
合
同
支

部
６
名
、
兵
庫
合
同
支
部
４

名
、
此
花
支
部
１
名
、
大
阪

府
本
部
役
員
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

早
朝
宣
伝
で
兵
庫
合
同
支

部
大
阪
食
肉
市
場
・
片
山
副

委
員
長
は
「
確
認
書
で
締
結

し
た
、
人
員
補
充
な
ど
行
う

場
合
は
組
合
と
事
前
協
議
を

 

大
阪
府
本
部
は
、
５
月

２７
日
（
金
）
大
阪
争
議
団

共
闘
会
議
と
大
阪
労
連
の

共
催
で
取
り
組
む
大
阪
総

行
動
に
結
集
し
ま
し
た
。

大
阪
総
行
動
は
、
大
阪
労

連
傘
下
の
組
織
で
権
利
侵

害
を
受
け
て
い
る
各
企
業

に
対
し
、
抗
議
宣
伝
を
行

い
早
期
解
決
を
め
ざ
し
要

請
す
る
行
動
で
す
。
今
年

は
大
阪
総
行
動
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
組
織
が
少
な
く

半
日
の
行
動
で
し
た
。
早

朝
に
は
、
淀
屋
橋
駅
前
と

大
阪
地
方
裁
判
所
前
の
二

手
の
分
か
れ
通
勤
途
中
の

方
々
に
ビ
ラ
を
配
布
し
、

各
職
場
か
ら
訴
え
ま
し

た
。
建
交
労
か
ら
は
、
大

阪
合
同
支
部
・
ヘ
レ
ン
ケ

ラ
ー
分
会
と
兵
庫
合
同
支

部
・
大
阪
食
肉
市
場
労
働

組
合
（
建
交
労
に
は
個
人
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